
         

 

松浦顧問講演会 

～なぜこうなったのか そして今どうすべきか～ 

12 月 25 日 於 食事宴京阪 
 
(有)八川製作所 八川晃大 
 
 この度は２００８年末より始まった未曾有の景気後退を受け、当会の松浦顧問に京都までお越し

いただき「緊急講演会」と言う形で講演をしていただきました。 
当日は、機青連会員はもとより各社幹部社員の方々、産業２１の皆様をはじめとした各行政機関の皆

様も多く参加され、現状に対する危機感と講演会に対する感心の高さをひしひしと感じました。 
前半は「なぜこうなったのか」と言うお話を「サブプライムローン」の解説を踏まえながらお話しい

ただきました。今回の不況は溝が深く、今後については見識者の中でも意見は分かれているが一年半

から二年は続くのではないかとの事でした。 
アメリカ発と言われる今回の不況ですが事態を打開するのもまたアメリカであろう。 
次の時代が来た時にはまったく現在と同じ形態ではなくなる。時代の変化に対応し社会、顧客より 
必要とされる会社作りを改めて考えていかなければならない。 
等々のお話を「クリーンでエコなものづくり立国」と言うキーワードのもとお話いただきました。 
今回のご講演は「機青連の皆さんの現況はどうですか？」と松浦顧問よりお声がけ頂き開催させて 
いただきました。 
お忙しい中お越しいただきご講演いただきましたことを改めまして心より御礼申し上げます。 
また最後になりましたが、日刊工業新聞社が優れた経営者を表彰する「最優秀経営者賞」を松浦顧問

が受賞されました事のご報告させていただきます。 
この度は本当におめでとうございました。 
 
 

 
 


